
(;!) >昭和41年::10月1日

村のようす．
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世帯数 1,436戸
人口四88~人
男 3,851人
女'_ 4,034人
積 46.65

k戒

:, 第."1{I号·:、~:;

面

◇
ま
る
九
月
十
二
日
、
泉
中
学
校
東
側
中
村
池
の
ほ
と
り
で
、

＇，
玉
川
村
酪
農
振
興
協
◇

◇
議
会
（
会
長
小
原
忠
治
）
主
催
●
玉
川
村
、
‘
茄
川
郡
酪
、
泉
、
須
釜
両
農
協
、
森
◇

◇
永
分
正
場
後
援
で
乳
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
た
。
村
内
の
乳
牛
飼
養
頭
数
は
今
年
＇
◇

◇
春
北
海
道
の
優
秀
牛
二
十
八
頭
の
禅
入
に
よ
り
1

八
九
頭
と
な
り
、
そ
の
内
共
進
◇

◇
会
に
参
加
し
た
乳
牛
は
五
六
頭
で
大
盛
会
に
終
っ
た
。
石
川
家
畜
保
健
所
今
野
所
◇
，
＇

◇
長
が
審
査
長
と
な
り
八
名
の
審
査
員
の
審
査
の
結
果
下
記
の
方
々
が
受
賞
し
た
。
◇

好成績をお

等 等等
・、第

＾四
四

溝溝鈴阿角小大佐九部

井井木部田針竹久［

善 ，間上

幸幸太金栄鶴忠安・=
牛

吉吉郎一治寿作蔵ツ

等， 等等

藤吉竹籐谷田竹

さ

第

二

部
（
一
八
ヶ
月

i
四
八
ヶ
月

経
産
牛
）

大角円須大―――
 首

勝勝忠金重栄忠

次喜治重久治作

め

等

た乳牛共進会

等等

熊佐須須森矢

谷藤藤藤

直勝平喜
義・

第

二

部（
一
九
ヶ
月
｝
四
八
ヶ
月

未
経
産
牛
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．
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i
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牛
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総

務

課

三

日

村

祭

．

]
O
m
体
育
の
日

下

旬

村

議

会

佳

民

課

五

日

痘

菌

接

種

（

東

部

-

六

日

ク

ー

（

西

部

）

―
一
日
痘
菌
検
査
（
東
部
）
―

・

（
西
部
）

―
二
日
ク

・

一
四
日

，．
股
関
節
脱
臼
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

9‘

、

実
施

＇
一
五
日
成
人
病
検
診
実
施

．

二
―
日
三
才
児
検
診
実
施
（
西
部
）

二

七

日

ク

、

＇

（
東
部
）
9

ニ
八
日
百
日
せ
き
、
ヂ
一
／
テ
リ
ア
予
防

接

種

盆

東

部

）

三

一

日

ク

（

西

部

）

．

q

税

務

課

ー

J

村
内
一
円
家
屋
調
査

・

二
五
日
村
民
税
、
保
険
税
最
舷
約
期

産

業

課

一
日
豚
コ
レ
ラ
注
射
（
西
部
）

-
0日
ク

（

東

部

）

二

日

ク

（

西

部

）

ニO
H

ク

（

東

部

）

＇

ニO
H
農
業
委
員
会

[

三
．
日
豚
コ
レ
ラ
注
射
（
西
部
）

二

九

日

ク

＇，

面
部
）
＇

建

設

課

上
旬
公
営
住
宅
（
蕨
岡
）
上
棟

上
旬
須
釜
小
中
学
校
給
食
室
上
棟

上

旬

教

員

住

宅

工

事

着

工

＇

ー
失
対
事
業
（
南
須
釜
、
花
見
堂
）

下
旬
農
業
構
造
改
善
事
業
年
度
実
施

設
計
完
成

下

旬

．
〕上
竹
水
路
山
小
屋
林
道
入
札

教

育

委

員

会

（

公

民

館

）

五

日

青

年

学

校

日

丸

日

村

民

体

育

祭

、
一
」
一
日
青
年
学
校
日

、
1

＿中

旬

青

年

学

級

田

稲

刈

二
六
日
青
年
学
校
矢
吹
伝
習
農
湯
見
学



日

ロ

ロ

戸

戸

汀

[

]

]

闘

冒

：

｀

戸

[

[

彗

戸

疇

汀

□

這
胄
に
お
世
農
業
基
本
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

D
 ロ

農

家

の

出

稼

人

ロ

・

ニ

二

八

名
．
六
平
方
米
（
ニ
一
坪
）
木
は
現
在
妊
娠
じ
て
●
る
常
時
献
血
で
き
る
と
こ

ロ

造
平
家
建
を
一
、

0
七

九

方

ク

＇

，

ろ

は

郡

山

市

大

田

綜

合

病

千
円
で
両
住
宅
共
、
岩
谷
⑥
体
重
が
男
子
四
五

kg‘

院
、
郡
山
市
寿
泉
堂
綜
合
＂
昭
和
四
十
一
年
度
農
業
基
本
調
査
が
行
は
れ
、
調
査
員
各
位
の
非
常
な
る
努
力
と
協

宅

工
業
が
請
負
い
、
早
期
完
女
子
四

0
k
g以
下
の
方
病
院
、
須
賀
川
市
公
立
岩
力
に
よ
り
ま
し
て
、
県
の
審
査
会
も
無
事
終
了
左
記
の
様
な
結
果
（
抜
幸
）
が
ま
と

成
を
目
指
し
て
工
事
に
取
⑥
最
高
血
圧
百
ミ
リ
メ
ー
瀕
病
院
等
で
す
が
ヽ
移
動
ー
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
調
査
員
各
位
の
努
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

住

四

十

一

年

度

の

い

、

地

方

公

共

団

体

が

発

員

[
9し
て
計
画
行
す
る
地
方
債
に
対
し
て
り
か
A

っ
て
お
り
ま
す
。
ト
ル
（
水
銀
圧
）
以
下
採
血
車
が
県
内
を
巡
回
し

こ

の

住

宅

完

成

に

よ

っ

の

方

て

お

り

ま

す

の

で

、

我

が

致

し

ま

す

か

ら

御

協

力

下

て
あ
り
ま
し
た
．
組
合
が
応
募
し
た
資
金
に

て
、
四
辻
分
校
に
は
先
の
⑦
有
熱
者
、
そ
の
他
健
康
村
に
来
る
時
は
御
知
ら
せ
さ
い
。

須
釜
中
学
校
々
長
よ
り
、
村
が
住
宅
を
建
築

住

宅

と

合

せ

て

二

戸

に

な

状

態

の

悪

い

方

，

教
住
宅
、
及
び
四
辻
し
、
こ
れ
を
教
職
員
お
よ

札
が
終
り
、
今
急
°
ヒ
ッ
チ
す
る
も
の
で
す
。
〗
:
[
立
〗
い
~

□三
鱈
⑧
環
這
心
疇

5結
果
悪
い

r
鱈□5
m或
畝
ロ
ロ
（
キ

U
士
{
ス3

分
校
教
員
住
宅
の
建
築
入
び
そ
の
家
族
の
使
用
に
供

ま
で
悩
み
の
一
っ
だ
っ
た
一
人
一
回
の
採
血
量
は

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
．
こ
の
程
こ
の
許
可
も
お・
教
員
住
宅
問
題
が
一
挙
に
二

0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
経
済
成
長
に
伴
う
雇
用
よ
び
農
業
労
働
力
の
合
理

り
、
去
る
九
月
十
七
日
村

り
ま
す
。

機
会
の
増
大
に
よ
り
農
家
，
的
調
整
を
は
か
り
つ
つ
他

解
決
す
る
こ
と
に
な
る
わ
す
が
身
体
に
影
響
は
あ
り

こ
の
両
住
宅
は
、
公
共
内
建
設
業
者
に
よ
る
競
走

労
働
力
の
他
産
業
部
門
へ
〗
産
業
へ
の
就
業
ま
た
は
海

け

で

す

。

ま

せ

ん

o

.

学
校
共
済
組
合
か
ら
の
融
入
札
の
結
果
、
四
辻
分
校

資
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
住
宅
は
、
四
三
、

0
二

五

献

血

さ

れ

た

方

に

は

次

の

流

失

が

進

み

、

農

業

経

外

へ

の

移

住

を

円

滑

化

す

、
を
「
地
方
債
方
式
」
と
い
平
方
米
(
-
三
坪
）
木
造
一
五
月
い
｀
汀
汀
謬
ぃ

V
C
`
〗
“
旦

カ
ー
助
け
あ
お
う
愛
の
血
液
で
ク
。
い
A
)
（
血
液
型
R
H

型
賃
い
[
[
□n
[
[
□
い
〗
冒
汀
い
汀

□戸
パ

③
希
望
者
に
は
血
液
か
ら
難
、
他
産
業
へ
の
離
農
転
就
業
連
絡
相
談
員
に
選
任

知
る
こ
と
の
出
来
る
健
職
の
不
円
滑
、
季
節
出
稼
し
た
。

献
血
県
民
運
動
を
展
開

康
診
断
を
い
た
し
ま
す
ぎ
に
お
け
る
層
用
、
営
農
、
川
辺
字
和
尚
平
六
一

⑱
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
生
活
問
題
の
増
加
等
の
諸
C

大

和

田

重

正

↓

す
と
供
血
者
が
病
院
ま

る
現
岩
法
寺
字
新
屋
敷
六
一

で
足
を
運
ば
ね
ば
な
り

須

釜

亀

松

ま

せ

ん

が

ビ

ソ

づ

め

に

方

問

題

を

随

伴

し

て

い

南
須
釜
字
蟹
沢
七
四

な
っ
て
お
り
型
を
一
定
④
将
来
本
人
叉
は
家
族
に
状
に
か
ん
が
み
農
業
構
造
，

に

し

て

お

く

の

で

昼

夜

輸

血

の

必

要

が

あ

る

と

改

善

の

一

環

と

し

て

、

農

・

宗

形

斌

を
問
は
ず
大
量
に
使
用
き
は
献
血
に
よ
る
保
存
業
基
幹
労
慟
力
の
確
保
お
吉
字
遠
下
五
三

で

き

ま

す

。

、

、

森

六

郎

⑥

保

管

や

輸

送

が

き

い

て

尚

就

業

連

絡

相

談

員

は

緊

急

の

場

合

役

立

ち

ま

農

業

委

員

会

、

職

業

安

定

す

。

ど

ん

な

人

が

献

血

所

、

県

海

外

移

住

事

業

団

で

き

る

か

と

云

い

ま

す

等

つ

ね

に

密

接

な

連

絡

を

と

満

十

六

才

以

上

満

六

と

り

農

家

の

離

農

転

職

、

十

五

オ

未

満

の

健

康

な

・

出

稼

ぎ

、

海

外

移

住

、

農

方

な

ら

誰

で

も

で

き

ま

業

後

継

者

の

育

成

等

の

相

す

。

談

に

応

じ

る

こ

と

に

な

り

ま

た

次

の

方

々

に

は

出

ま

し

た

の

で

御

活

用

願

い

ま
す
。

来
ま
せ
ん

o

.

ま
た
こ
れ
ら
の
動
向
を

①
血
液
の
比
重
が
一
、

0

調
査
す
る
調
査
員
と
し
て

五
二
未
満
の
方

③

過

去

一

カ

月

以

内

に

供

次

の

三

名

が

選

任

さ

れ

た

血

さ

れ

た

方

小

高

矢

吹

源

三

③

満

十

六

才

未

満

、

・

満

六

ヰ

：

高

林

洩

太

郎

十

五

オ

以

上

の

方

北

須

釜

車

田

金

重
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交
通
事
故
や
手
術
の
と

き
、
輸
血
の
た
め
の
血
液

が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
り

ま
た
折
角
輸
血
を
す
ま
せ

て
も
後
か
ら
輸
血
に
使
っ

た
血
液
が
も
と
で
血
清
肝

炎
と
い
ぅ
恐
ろ
し
い
病
気

に
か
A

っ
た
り
す
る
不
幸

な
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。

＇
“
こ
れ
は
輸
血
に
必
要
な

血
液
の
大
半
が
献
血
に
よ

ら
ず
、
大
都
会
に
お
け
る

「
常
習
売
血
者
」
と
言
は

れ
る
半
ば
職
業
化
し
た
特

定
の
人
々
か
ら
の
買
血
に

よ
っ
て
賄
な
わ
れ
て
い
る

結
果
で
す
。
福
島
県
で
は

年
間
約
1

二、

0
0
0
リ

ッ
ト
ル
の
血
液
が
必
要
で

す
が
昨
年
は
四
分
の
三
が

他
県
か
ら
移
入
さ
れ
た
血

液
て
す
。
県
で
は
健
康
な

県
民
が
年
に
一
回
献
血
し

編

て
い
た
だ
け
ば
十
分
に
間

に
合
う
の
で
県
民
の
一
人

一
人
が
お
互
い
に
助
け
合

っ
て
健
康
な
と
き
に
献
血

を
し
て
他
人
を
助
け
、
自

分
が
病
気
の
と
き
に
は
皆

さ
ん
に
助
け
て
戴
く
、
献

血
運
動
が
行
は
れ
て
い
ま

す
。
献
血
さ
れ
た
血
液
は

完
全
に
減
菌
し
た
瓶
に
保

存
さ
れ
採
血
後
三
日
か
ら

四
日
間
の
間
に
種
々
の
検

査
を
行
い
「
保
存
血
液
と

し
て
四
度
ー
六
度
の
冷
蔵

庫
に
保
存
し
ま
す
。

保
存
血
液
は
次
の
よ
う

な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

い
安
心
し
て
使
用
で
き
る

血
液
の
型
や
病
菌
の
検

査
が
終
っ
て
い
る
の
で

安
心
で
す
。

＠
い
つ
で
も
大
量
に
使
用

で
き
る
。
新
鮮
な
血
で

挙
に
解
決

須
釜
中
住
宅
工
事
す
A

む

四
辻
校
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一
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
一

一
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
叩
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人
命
尊
重
の
見
地
か
ら

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
と

く
に
歩
行
者
の
交
通
事
故

の
絶
滅
を
目
標
と
し
す
べ

て
の
歩
行
者
、
運
転
者
、

運
転
者
の
雇
い
主
、
そ
の

他
道
路
交
通
に
関
係
あ
る

者
に
交
通
安
全
思
想
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習

慣づけると共に、道路

交通瑕境の整備改善等
を促進することを目的

として、来る一0月一
一日から一0月二0日
まで、秋の全国交通安

全運動が実施されるの

で、皆様の協力を御願
い致します。

専業兼業別農家数 出稼ぎ 家畜飼餐頭、羽数 経営耕地面積

総農
専 業数i1兼業農家数

乳 和 め ゃ （こ
田畑 樹園地

わ区分
農家 第兼1業種1第兼2業種

人員数
': 牛

馬a 豚 ん 兎 と- 総面積
家数 牛 羊 • 嘉ぎ

182、,,り52008020 羽1 、

廿面積 面積 面積

総数 1,10戸8 4469 戸~4850戸1 1384 5戸-21一3 戸 122人8 14息~ 頭3I ，1I 396頭2 6 5門 31r 10,95畝926 5 
川．辺― 154 21・23 _:34 46 .．1 ． • .; 
蒜 生 26 16 7 3 4 4 1 10 . 21 10 253 
小;-・:高 144 38 71 35 19 22 11 43 1 92 15 , 2 . 38 

411.1.,,626199557 3 5 1 声1,2886& 0 :: 中 67 25 31 11 2 2 6 15 --r 
-:-1― 

ニ岩竜；.法． 寺崎
67 34 26 7 10 10 37 -r----;-詞阿： 

．5 ． 16 29 
113 45 46 22 2 2 6 57 了

115 3 
61 

211,,,,1266445510 77 0 2 9 ー北南｝ー須須・一釜釜ー 21326 2 
97 91 38 53 57 61 113 丁一万 1'3 痘

. 5,095334お604 1 ` 51 69 12 商万 15 
百-'-' 30 ー百23 
， 
>喜•• i 、' ,•~• c 士ロ 70 17 46 7 34 36 15 

766,,,4594919 6 3 山小屋 52 30 10声 27 29 可 ー百 2 
1四辻新田 57 21 34 2 ーす―す 61 8 64 242 

‘’ 
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制
定
後
初
の
散
老
会

盛
会
の
う
ち
に
終
了

皆
さ
ん
か
ら
請
願
書
が

出
さ
れ
ま
す
が
、
様
式
が

ま
ち
ま
ち
の
た
め
、
今
回

次
の
様
式
を
決
定
し
た
の

DO
ロロロ
□

B

i

ー如厨ー一

9
1
1
1
1
1
1
9
.
 

E

り
g

:

…
…
…
・
に
関
す
る
請
願
書

紹
介
議
員

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

0

0

 

ロ
コ
ロ
コ
コ
ロ
ッ

四
よ
〖

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

だ
〖
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
釜
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0
ロ
ロ
ロ
ロ
ロDD 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ蘊

ODO

□

コ
コ
コ
ロ
．

請

要
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昭

和

年

月

日

・

右
請
願
者
住
所
氏
名

0

0
 
0
 

i

紹

介

議

員

一

玉
川
村
議
会
議
員

0

0

0

 

玉
川
村
議
会
議
長
0
0
0
0殿

九
月
十
五
日
新
設

さ
れ
た
須
釜
児
童
館
一

で
初
の
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

！
助
役
の
開
会
の
あ
―

い
さ
つ
村
長
の
式
辞

大
木
社
会
福
祉
協
議

会
長
の
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
あ
い
さ
つ
の
後
九

名
の
方
に
県
の
年
金

就
授
与
さ
れ
、
今
年

か
ら
敬
老
会
に
仲
間

入
り
し
た
十
四
名
の

方
々
に
村
長
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

県
知
事
並
び
に
小
原

村
会
議
長
等
の
祝
辞

が
あ
り
盛
会
裡
に
式

を
終
る
。

休
憩
の
後
ア
ト
ラ
ク
ジ

ョ
ン
に
児
童
館
の
幼
児
に

よ
る
歌
や
遊
戯
が
あ
り
子

供
た
ぢ
の
可
愛
い
姿
に
目

を
細
め
て
い
た
。

願

書

o
@
 

〇
⑲

0

0

 

で
ヽ
今
后
r

請
願
書
を
提

出
す
る
場
合
は
、
次
の
様

式
に
よ
り
提
出
し
て
下
さ

ヽ
'o.

＼
＞
 

請
願
書
の
様
式
に
つ
い
て

=＝=-＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-＝-＝＝＝＝-＝＝＝―-＝l-=＝lll=＝＝=＝=＝＝＝-=＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝-=＝＝-――
-m-
―-＝-＝＝＝＝-＝＝＝＝-

農
業
普
及
員
だ
よ
り
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む
ぎ
播
き
準
備

0
ミ
ク
ニ
コ
ム
ギ

の

た

め

に

ク

小

麦

品

種

に

対

す

る

多

く
の
人
の
希
望
条
件
と
し

て
、
ま
ず
、
今
ま
で
む
品

日
注
目
し
た
い
新
ら
し

種
よ
り
か
な
り
早
熟
で
あ

い

品

種

・

0
ド

リ

ル

ム

ギ

る

こ

と

。

粒

質

が

す

ぐ

れ

煙
草
の
前
作
と
し
て
登
て
お
り
（
ア
オ
バ
コ
ム
ギ

場
し
て
い
る
、
草
型
は
、
な
ど
の
よ
う
に
強
カ
ク
ズ

関
取
三
号
と
ほ
ぼ
同
じ
で
レ
な
ど
の
粒
質
的
な
問
題

あ
る
が
、
草
丈
は
さ
ら
に
の
起
ら
な
い
こ
と
。
）
安

-
0
セ
ソ
チ
ほ
ど
短
か
く
定
多
収
型
と
い
っ
た
こ
と

株
は
閉
じ
て
直
立
型
な
の
に
要
約
で
き
る
が
、
こ
の

で
、
そ
さ
い
や
た
ば
こ
の
ミ
ク
ニ
コ
ム
ギ
は
こ
の
よ

前
作
と
し
て
は
、
申
し
分
う
な
願
い
に
か
な
り
近
い

な
い
姿
を
し
て
い
る
°
成
成
熟
期
は
、
ア
オ
バ
コ
ム

熟
期
も
、
関
取
三
号
よ
り
ギ
や
農
林
六
四
号
に
く
ら

一
日
程
早
い
稗
は
丈
夫
で
べ
て
一
―
―

l
四
日
早
く
、
稗

倒
伏
し
に
く
い
。
多
収
性
は
短
か
い
ほ
う
で
は
な
い

で
子
実
は
丸
麦
で
関
取
三

号
な
み
で
あ
る
。

四麦類の種子消毒に

ついて

消毒の方法としては

水銀製（メル、ウスプ

‘ルソ、リオゲゾ錠な

ど）を、・一千倍液ーニ

千倍液としこの薬剤に

三0分ー一時間浸漬じ
種子の外部に寄生して

いる病菌を殺菌してお

き、その後さらに風呂

場(C四五！四六度に
し火を完全に消し）袋

に入れた麦種子を入れ

蓋竺――虚位すかしてお

き一0時間後に取り出
し、冷水を注いで蔭乾

月店i 1 
ク
p 
ク， ロ C ロ

ロ ip C Pロl Pl 
C 

が00さ。 尋かf/§ 国00忌1 使闊

散布面＼さ⇔か全にtとし使ゎい水芭なI‘畑瀕ゃ砂質'<'虹‘湿つているもっヽ

! ら＜三た

>± i ! 
畠むけ

が
、
稗
の
基
部
節
間
が
か

た
く
よ
く
充
実
し
て
強
い

の
で
、
倒
伏
し
に
く
い
こ

と
。
雨
害
や
穂
発
芽
は
少

く
何
よ
り
も
多
収
性
で
あ

る
こ
と
が
魅
力
で
あ
る
。

口
肥
料
の
や
り
方

麦
類
は
湿
害
と
酸
性
に

弱
い
の
で

P
H
は
六
、

0

内
外
に
保
つ
よ
う
に
矯
正

す
る
麦
は
生
育
期
間
が
長

く
、
寒
い
時
期
に
生
育
す

る
の
で
り
ん
酸
加
里
を
多

く
施
し
、
窒
素
は
二

i-――

回
に
分
け
て
追
肥
す
る
。

四
除
草
剤
の
使
い
方

麦
に
害
を
与
え
な
い
で

時
期
お
く
れ
な
い
で
薬
害

を
受
け
な
い
よ
う
に
充
分

注
意
し
て
左
記
の
通
り
除

草
剤
を
散
布
す
る
こ
と
。

マ
、
ツ
バ
イ
（
ネ
コ
、
ゲ
、

力
尻
、
ジ
ヒ
ゲ
ど
も
呼
ぶ
）

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ボ
ウ
の
発

生
の
多
い
水
田
は
稲
刈
り

後
十
ニ
ー
十
三
日
頃
ま
で

果
樹
の
植
付
け
ク

果
樹
の
植
付
け
は
次
の

よ
う
に
株
間
を
十
分
に
と

る
よ
う
に
す
る
。

り
ん
ご
一
0

ア
ー
ル
当
り

八
ー
一
八
本

も

も

ク

一
五
ー
ニ

0
本

う

め

ク

一
五
ー
ニ

0
本

主
な
有
望
品
種
名

り
ん
ご
ス
タ
ー
キ
ソ
グ
デ
リ
ッ

ャ
ス
、
ゴ

J

ル
デ
ソ
デ

リ
ジ
ャ
ス
、
む
つ
、
早

温
度
の
低
く
4

な
ら
な
い

う
ち

(
-
0月
上
旬
迄
）

除
草
剤
を
散
布
す
る
と
防

除
が
で
き
ま
す
。

生
紅
玉
、
ふ
じ
。

も

も砂
子
早
生
、
倉
方
早
生

白
鳳
、
大
久
保
。

う

め甲
洲
最
小
、
白
加
賀
、

花
香
実
、
豊
後
。

（
り
ん
ご
三
年
生
の
生
育

の
よ
い
苗
木
県
奨
励
品
種

が
あ
り
ま
す
御
希
望
の
方

は
申
込
み
下
さ
い
。

価
格
一
本
二
五

0
円
！
三

0
0
円）

石
川
農
改
大
東
出
張
所

●
●
●
九
・
十
月
の
天
気

．．
． 

多
く
月
末
頃
季
節
風
の
吹

き
出
し
が
あ
り
寒
く
な
る

見
込
み
。
d
-
>

降
水
量
十
月
初
め
は

秋
雨
が
降
り
易
い
が
中
旬

以
后
は
天
気
も
周
期
的
に

変
り
晴
れ
の
日
が
多
く
な

る
。
月
の
総
雨
量
は
平
年

並
み
か
や
A

少
め
で
台
風

の
接
近
で
多
め
と
な
る
と

こ
ろ
も
あ
る
か
も
知
れ
な

、
O

し

十
一
月
上
旬
は
わ
り
あ

い
に
睛
れ
の
日
が
多
い
が

下
旬
は
季
節
風
の
吹
き
出

し
に
よ
り
山
沿
は
し
ぐ
れ

や
す
く
な
る
見
込
み
。

玉
川
青
校

奮
戦
優
勝

石川地方青年学級連

絡協議会主催第六回ス

ボーツ交歓会は去る九

月二十一日石川町に於

て、石川地方の青年学

級生が参加して盛大に

行われ玉川村青年学校
は、野球、排球、共に

優勝、卓球二位、総合

で晴れの優勝をかざり
する。

稲刈り後の気温十月は月平低めの見込み。優勝楯をいたゞきまし

雑草防除ク均では平年並みかや4十一月は温暖の日がた。
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の00と11927986牛てすもにう際い飼5も
たリ2の）和っまく産云の思？の
在数．）））現しセ173次、なりづ増とことヽ数）
場カま月ーま円円円もとおつの牛をる頭す628
(（（日高ー市

でお18954135768400314詈
り9均ー千千千て畜てが牛肉とあす養数

止輝輝四誓7982恥澤肛燻疇遺〗霞じ鱈茫’月ヵ東め円か合不このう来の存家飼ツ396
ま

査
ヵ牛川正200すす果のははすょて認ごの
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す
の
で
(
r
"
参
考
に
し
て
下

さ
い
o
.

又
各
家
庭
で
購
入
さ
れ

た
消
火
弾
は
、
常
に
戸
口

朝
夕
肌
寒
い
季
節
と
な

り
火
が
恋
し
く
な
る
と
火

災
の
発
生
が
多
く
な
っ
て

参
り
ま
す
°
火
災
の
種
類

も
時
代
の
進
歩
に
伴
い
原

因
が
種
々
複
雑
化
し
て
来

て
お
り
、
現
在
は
ど
の
家

庭
に
お
い
て
も
プ
ロ
。
ハ
ン

ガ
ス
、
石
油
コ
ン
ロ
電
気

関
係
の
各
種
用
品
が
あ
り

ち
ょ
？
と
で
も
油
断
す
る

と
、
い
つ
火
災
が
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

誰
れ
で
も
火
災
の
予
防

に
つ
い
て
は
心
得
て
お
り

ま
す
が
、
い
ざ
火
災
に
な

．
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
か

と
云
ふ
事
は
、
充
分
に
心

得
い
て
い
る
人
が
少
く
、

火
事
を
出
し
た
と
き
の
心

が
け
十
六
ケ
条
を
記
し
ま

ニ
ー
・

z.9'
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叩
-
駒
ケ
岳
黒
さ
塞
．
山
陽
の
．
照
れ
ば
片
側
赤
く
爛
皿

い
ろ

叩
·
，
ぶ
た
る
形
：

•
V

●

0
,

：
'
：
·
`
,
＂
》

．．
 
、
•
9
9
9
.

＂
,

•• 

，
 

•.• 
`•,;",:

'1 

-
＇
汽
車
の
窓
に
迫
り
て
高
き
駒
ケ
岳
そ
の
岩
山
皿

皿
．
を
海
に
裾
ひ
く

-
,
．
り
ー
ん
か
ん

呻
林
間
の
大
沼
公
園
朝
明
け
て
さ
ぎ
り
の
中
に

11う
み
｀
一

血
湖
の
さ
ゞ
波

"
,
.
~
1
,
：

;
•
i
.

-
．
静
寂
，
の
林
を
ぬ
け
て
湖
に
い
づ
櫓
音
を
た
て

叩
ず
舟
影
ひ
と
つ

111

ひ

と

い

．

う

み

ベ

皿
単
衣
に
て
そ
ゞ
ろ
歩
き
の
湖
辺
の
道
湿
め
る

'
1

一
風
に
朝
の
陽
睛
る
る

-
'
林
間
に
小
島
の
声
の
し
き
り
、
な
●
ど
宿
へ
の
一

叩
道
に
歩
行
を
変
へ
ぬ

“1-i-
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火
災
予
防
に

心
が
け
ま
し
よ
う

'
（
入
口
）
に
お
き
誰
れ
で

も
使
用
出
来
る
3

よ
う
に
し

て
置
き
婦
人
消
防
隊
が
必
八

災
現
場
臼
早
期
の
場
合
）

に
行
く
時
は
必
ず
自
分
の

家
の
消
火
弾
を
も
っ
て
行

く
よ
う
常
に
心
が
け
、
火

災
予
防
の
万
全
を
期
し
ま

し
ょ
う
Q

_＿＿＿＿＿＿

1-_＿＿＿＿
-I-＝＝=目,＇国―

-1-＿＿＿＿＿＿
1-i-m-11
り
、
ぬ
れ
手
拭
で
マ
ス

ー

ク
を
す
る
こ
と
。

叩
~
芙
女
の
人
は
頭
の
毛
に

〗r
2
ヽ
甲
子
の
山
，
栖
泉
＿

：
•
い
わ
し

火
が
つ
き
易
い
か
ら
注

＿己芦．ヽ
．．
． 

意
す
る
こ
と
。

111

那

賓

の

こ

芍

か

け

て

ひ

一

ろ

ご

り

鰯

雲

一

I
l
l
・
}

晩

秋

や

伝

説

に

生

き

星

座

澄

む

郡
P
で，

阿
釣
隈
の
は
じ
め
や
甲
子
の
秋
は
じ
む

＿
 

＂．＂もす

叫
賜
な
く
ゃ
夕
雲
早
し
甲
ぃ
子
の
肩

l

四
辻
分
校
訪
門

一
齋
蘇
の
実
の
匂
ふ
は
妻
の
摘
み
し
あ
と

11
石
川
郡

P
T
A
連
絡
協
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議
会
で
は
毎
年
へ
き
校
を
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．＇し

"
9
.
J
9
|
J胃

9,．’
|

慰

問

し

て

い

る

が

、

今

年

号

火

事

を

出

し

た

と

き

の

心

が

け

十

六

カ

条

紐

'

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
裳
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
を
か
け
た
た
め
に
か
え
よ
う
に
す
る
こ
と
°
度
は
四
辻
分
校
と
平
田
村

っ
て
火
事
を
大
き
く
す
十
四
、
近
所
の
火
事
の
と
き
乙
空
釜
分
校
を
訪
問
す
る

一
、
心
を
落
ち
つ
け
て
す
い
こ
と
。
え
小
さ
な
火
事
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
ほ
へ
自
分
の
家
が
焼
け
こ
と
に
な
り
、
去
る
九
月

四
、
た
と

ぐ
に
消
防
機
関
に
知
ら

せ
、
そ
し
て
消
火
に
つ
で
も
か
ぐ
ざ
な
い
よ
う
意
す
る
こ
と
0

な
い
様
に
屋
根
や
羽
目
―
]
ナ
日
郡
P
T
A
の
役
員

に
す
る
こ
と
。
九
、
電
気
の
火
事
は
ス
ィ
板
に
水
を
か
け
類
焼
を
が
来
校
へ
多
額
の
金
額
と

。

と
め
る

た
く
さ
ん
の
図
書
等
を
贈

二
、
消
防
機
関
に
知
ら
せ
五
、
消
防
隊
が
来
た
ら
燃
ッ
チ
を
切
る
こ
と
を
忘
防
ぐ
こ
と
。
}

る
に
は
、
電
話
で
知
ら
え
て
い
る
場
所
を
は
っ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
ヤ
写
、
火
の
中
に
入
る
と
き
っ
て
行
き
、
児
童
を
喜
ば

せ

る

か

、

直

接

か

け

つ

き

り

教

え

る

こ

と

。

と

。

•. 

は
ぬ
れ
だ
じ
り
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。

六
、
火
は
煙
ほ
ど
に
大
き
十
、
着
物
に
火
が
つ
い
た
，
‘
＾

{

J

i

[

．

け
て
知
ら
せ
る
。
又

一

近
所
に
は
大
声
で
さ
け
＜
な
い
の
て
初
め
の
う
ら
走
ら
な
い
で
こ
ろ
が
―
’
-
.

ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

ヶ

ち

に

心

を

お

ち

つ

け

て

る

か

、

ふ

と

ん

、

毛

布

ぶ
。
金
ダ
ラ
イ
、
バ

こ
と
tO

な
ど
を
か
ぶ
る

（
八
月
分
の
死
亡
届
か
ら
）

い
戸0を
叩
い
て
知
ら
｀
。
~
い

□い
ぃ
｀
い
〗
土
、
荷
物
を
出
ず
た
め
に

r__ 

―
―
-
、
財
産
よ
り
人
の
命
が
近
所
に
知
ら
せ
る
こ
と
火
事
見
物
を
す
る
た
め
9
:

＇

大
切
な
こ
と
を
忘
れ
な
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
9

，

に

、

消

防

隊

の

邪

鷹

を

部

落

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

小

高

溝

井

チ

ョ

義

明

母

，

七

、

水

を

か

け

る

と

き

は

し

な

い

こ

と

。

．

荻

田

テ

ッ

富

二

郎

ク

藍
に
か
け
る
こ
ギ
な
く
．
主
、
消
防
隊
が
来
た
ち
道
ク
—

j

火
を
な
く
見
て
水
を
か
を
ゆ
ず
る
こ
と
。
4

竜

崎

、

佐

藤

信

二

吉

信

二

男

．

大

野

勝

久

愧

久

長

男

南
須
釜

げ
る
こ
と
。
‘
、
+
―
―
-
、
出
人
口
、
窓
な
ど
は

大

野

，

貞

治

主

・

)

、

貞

夫

の

父

ク

八
、
油
や
薬
品
な
ど
は
水
出
来
る
だ
け
開
け
な
い

．

斎

藤

博

子

義

勝

長

‘

女

ク
~
i
.
]
-

、
：
·

近

内

竹

次

主

ッ

ネ

ョ

の

夫

ク

心

ヽ

＼

お

生

誕

お

め

で

と

う

・

北

須

釜

関

根

フ

ジ

ョ

義

美

母

こ
ざ
い
ま
す
，
＇

先
月
の
日
誌
よ
り
九
月

茶
〖
八
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

部

落

＇

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

i

続
柄

川

．

辺

佐

藤

広

美

忠

広

＇

三

男

小
高
添
田
由
美
子
清
，
，
．
孫

'
(
~
.
l
.
0

須
釜
小
中
学
校
完
員
会

全
給
食
室
建
築
入
札
八
．
―
―
町
村
長
会
議
．
石

ぷ
ぃ
ク

．．
 ，
 

蒜

生

口

真

弓

玲

子

方

{

英

岩

法

寺

吉

田

春

美

・

町

正

一

く

ク

矢

吹

町

高

田

工

業

株

式

川

町

村

長

出

席

ク

石

森

洋

子

＇

正

八

L

め

い

会

社

へ

落

札

八

・

ニ

豚

コ

レ

ラ

予

防

注

バ・,｛尚

4

孫

ク

公

営

住

宅

（

岩

法

寺

射

竜

崎

卜

小

林

智

子

八
・
一
七
学
校
統
合
研
究
協

l
d戸
＇
會

ク

蕨

岡

）

入

札

南

須

釜

鈴

木

幸

モ

，

松

一

寿

，

秋

ク

令

川

辺

熊

田

建

設

五

戸

、

議

会

鈴
木
~
：
宏
―
―
―
―

北
須
釜

長
男
中
鈴
木
建
設
五
戸
落
札
八
・
一
，
八
経
済
土
木
委
員
会

南

須

釜

今

痕

知

広

英

，

已

と
管
内
保
健
婦
業
務

泰

治

，

孫

八

三

学

校

統

合

常

任

委

八

・

一

八

吉

9

須

，

釜

康
i

信

研
修
会

八・―
1
0

豚
コ
レ
ラ
予
防
注

射
‘

八・―
1
0

農
業
委
員
会

八・―
1
0

渋
谷
直
蔵
先
生
建

設
省
政
務
次
官
就
任
祝

賀
会

八
・
―
―
一
部
落
対
抗
野
球
大

会
中
部
落
優
勝

八
・
―
―
―
―
―
月
例
監
査
（
決
算

監
査
）

八
．
―
―
―
―
―
教
育
委
員
会

八
．．
 
1
-

四
県
行
造
林
立
木
搬

出
確
認
検
査

八
二
写
国
土
調
査
入
札
陸

地
測
量
株
式
会
社
落
札

八
・
元
議
会
全
員
協
議
会

学
校
統
合
問
題
に
つ
い

て
九
・
一
農
地
災
害
査
定

小
高
農
道
ニ
ヶ
所
青

井
沢
農
地
一
ヶ
所
こ

九

・

一

乳

児

相

談

[

九
．
―
-
調
定
相
談
所
の
開

設
九
•
―
―
―
農
村
婦
人
現
地
診

•[9 

•• 

i
 

断．、
ミ
ジ
ー
ボ
ー
ル
実

ノ

九・―――技

購

習

会

開

催

‘

九
・
写
消
防
団
長
会
議

九
・
一
〈
保
健
婦
補
助
員
会

議

支

所

九
・
七
移
動
児
童
館
「
ひ

か
り
号
」
来
村
須
釜

児

童

館

、

九
・
八
県
立
図
書
館
巡
回

文

庫

来

村

．

九
・
九
須
釜
小
学
校
運
動

・
会
”

九

・
1
0

戦
没
者
叙
勲
章
伝

達
式

竺
一
小
高
小
学
校
運
動

会
竺
―
―
乳
牛
共
進
会
泉

中
東
中
村
池
出
場
頭
数

五
六
頭
'

九
．
―
-
―
-
福
島
県
母
子
健
康

セ
ソ
タ
ー
協
議
会
・

竺
―
―
―
農
業
改
良
推
進
委

員
会

九
・
一
ヰ
敬
老
の
日
敬
老

会
須
釜
児
童
館

p

九
・
一
六
月
例
監
査

九
・
一
六
区
長
会
秋
期
衛

生
掃
除
に
つ
い
て

九
・
一
七
四
辻
分
校
教
員
住

宅
須
釜
中
校
長
住
宅

入
札
岩
谷
工
業
所
落
札

九
・
一
九
消
防
幹
部
会

九・―
-
0

農
業
委
員
会

＊
結
婚
ツ
ー
ズ
ソ
が
や
っ

て
来
ま
す
。
我
村
で
も
毎

仔
何
組
か
の
新
婚
さ
ん
が

誕
生
す
る
。
然
か
し
楽
し

い
は
ず
の
人
生
も
家
族
関

係
の
良
否
に
よ
り
ベ
ラ
色

の
人
生
も
灰
色
の
生
活
と

な
る
家
庭
も
少
く
な
い
時

世
で
あ
る
。
現
在
の
若
人

に
は
過
去
の
時
代
の
こ
と

は
通
用
し
な
い
、
姑
は
可

愛
い
我
子
の
面
倒
を
見
て

く
れ
る
嫁
で
あ
れ
ば
、
又

嫁
は
愛
す
る
夫
を
育
て
て

く
れ
た
親
で
あ
れ
ば
少
し

位
の
事
に
は
、
と
や
か
く

言
わ
ず
お
互
に
協
力
し
合

い
円
満
な
る
家
庭
を
き
づ
―

い
て
次
代
を
背
う
子
供
の
，

養
育
に
励
ん
で
も
ら
い
た

い
も
の
で
あ
る
。

＊
台
風
も
二
十
四
、
二
十

五
、
二
十
六
と
続
い
て
来

て
お
り
ま
す
が
無
事
に
過

ぎ
て
、
稲
の
刈
取
り
に
多

忙
の
毎
日
が
続
き
ま
す
よ

ぅ
御
祈
り
致
し
ま
す
。 叫




